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青
蔵
高
原
東
部
的
羌
族
與
蔵
族

│
│ 
二
〇
〇
八
汶
川
地
震
前
後
的
人
口
流 

動
與
文
化
変
遷

（
台
北
：
允
晨
文
化
、二
〇
二
二
年
四
月
、 八
五
九
頁
）

　
チ
ャ
ン
族
は
、
殷
代
の
甲
骨
文
字
に
登
場

す
る
古
代
「
羌
」
の
末
裔
と
さ
れ
、
中
国
歴

史
上
、
最
も
古
い
民
族
の
一
つ
で
あ
る
。
し

か
し
、
か
つ
て
中
国
の
西
北
及
び
中
原
に
も

広
く
分
布
し
て
い
た
古
代
「
羌
」
は
、
や
が

て
他
民
族
と
融
合
し
、
一
部
が
チ
ベ
ッ
ト
高

原
東
部
の
高
山
峡
谷
地
帯
「
蔵
彝
羌
走
廊
」

を
南
下
し
て
、
四
川
西
部
で
現
在
の
チ
ャ
ン

族
や
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
（
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ

ベ
ッ
ト
族
や
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
諸
集
団
）

を
形
成
し
た
。
彼
ら
は
、
漢
族
と
チ
ベ
ッ
ト

族
と
い
う
巨
大
民
族
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、

チ
ベ
ッ
ト
語
と
は
異
な
る
チ
ャ
ン
語
系
言
語

を
話
し
、チ
ャ
ン
族
は
シ
ピ（
シ
ャ
ー
マ
ン
）

を
中
心
と
し
た
独
自
の
信
仰
を
も
ち
、
四
川

チ
ベ
ッ
ト
族
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
篤
く
信
仰

し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
八
年
の
汶
川
地
震
に
よ
り
、
チ
ャ

ン
族
と
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
は
生
活
環
境
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
復
興
活
動
の
な
か
、

村
の
解
体
、
村
民
の
転
居
に
伴
う
人
口
の
移

動
が
彼
ら
の
生
活
様
式
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
、
人
々
の
価
値
観
も
次
第
に
「
近
代

化
」
し
た
。
そ
の
後
、
消
滅
の
危
機
に
頻
す

る
言
語
と
文
化
に
対
す
る
保
護
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
一
九
八
〇
年
代

後
半
か
ら
著
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基

づ
き
、
震
災
の
前
後
に
お
け
る
チ
ャ
ン
族
と

四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
の
文
化
の
変
遷
を
記
録
し

た
研
究
で
あ
る
。
調
査
は
こ
れ
ら
の
民
族
の

主
な
居
住
地
で
あ
る
四
川
省
の
阿
壩
蔵
族
羌

族
自
治
州
、
涼
山
彝
族
自
治
州
、
甘
孜
蔵
族

自
治
州
、
雲
南
省
の
麗
江
市
、
怒
江
傈
僳
族

自
治
州
等
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
原
著
の
日
本
語
版
は
二
〇
一
七
年
に
発

行
さ
れ
た
が
、
二
〇
二
二
年
に
発
行
さ
れ
た

中
国
語
版
の
【
論
文
篇
】
に
は
四
本
の
論
説

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

　
本
書
は
、
汶
川
地
震
後
の
復
興
活
動
に
伴

う
諸
問
題
、
と
り
わ
け
文
化
遺
産
の
継
続
性

に
関
心
を
持
ち
、
家
族
・
親
族
関
係
、
日
常

生
活
、
経
済
条
件
、
年
中
行
事
な
ど
の
側
面

か
ら
、
政
府
の
思
惑
と
住
民
の
意
識
そ
し
て

第
三
者
で
あ
る
研
究
者
の
立
場
か
ら
見
つ
め

た
。
こ
の
試
み
は
、
本
書
の
研
究
対
象
で
あ

る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
部
少
数
民
族
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
敷
衍
す
れ
ば
全
て
の
中
国
の

少
数
民
族
、
さ
ら
に
世
界
範
囲
で
起
き
て
い

る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
に
対
す
る
保
護
に
意

味
を
持
つ
。
従
っ
て
、
本
書
の
位
置
づ
け

は
、
歴
史
的
・
時
代
的
視
点
か
ら
チ
ャ
ン
族

と
チ
ベ
ッ
ト
族
の
言
語
的
・
文
化
的
類
似
性

と
特
殊
性
を
捉
え
た
内
容
に
止
ま
ら
な
い
。

震
災
に
よ
り
、
人
的
資
源
の
流
出
は
無
形
文

化
財
の
存
続
を
脅
か
し
、
物
的
財
産
の
破
壊

は
有
形
文
化
の
消
滅
を
も
た
ら
す
。
急
進
的

な
文
化
の
消
失
で
人
々
に
危
機
感
を
持
た

せ
、
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
都
市
化
、
近
代
化
、
市
場
化
、
国
際
化

が
進
む
な
か
で
、
文
化
が
漸
進
的
に
画
一
化

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
人
々
の
関
心
は
薄

い
。
本
書
は
急
性
的
な
「
文
化
の
死
」
を
通

し
て
慢
性
的
な
「
文
化
の
死
」
に
対
す
る
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
貴
重
な
一
冊
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。 

（
金 

湛
）


